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・造成方針「飛騨牛の特徴形質に優れる藤良系（G10）種雄牛の造成」をもとに、資質および肩付の良さから

種牛性の改良が期待される「たか５８６の１３」を基礎雌牛に選定し、「花福桜」との指定交配により飛騨牛

の特徴形質の改良が期待される本牛を造成しました。 

本牛の特徴 

造成目的及び特徴 

・「花福桜」を1代祖に持つ藤良系種雄牛です。 

・本牛は皮下脂肪の厚さ、歩留基準値、脂肪交雑、サシの形状および資質の改良が期待されます。 

・交配の際には裏面の「花鶴美を交配した場合の近交」を参考にしてください。 

血統 ゲノム育種価 

造成経緯 

体型 

図が外になるほど好ましいことを示します。 

先行交配期間：令和７年１１月１５日～令和８年１月１４日 

項 目 体型 改良期待点 

美 点 
後躯、骨味、  

皮膚のゆとり 

（種牛性） 

資質 
 

（産肉性） 

皮下脂肪厚、歩留基準値、 

脂肪交雑 
欠 点 肩付、肩端、頭頸 

遺伝子型 
B3 F13 CL16 CHS1 MCSU MSHR MOD IARS BAS1 FMA

－ － － － － － － － － －

ストロー 赤 

マーカー 青 

(R7.2.18 測定) 



 

花鶴美を交配した場合の近交係数 

交配時の注意点 

1. 「花福桜」母体に交配した場合、近交係数が高くなります。 

2. 「第１花国」「白清８５の３」の血液割合が高い雌牛に交配した場合、 

 近交係数が高くなります。 


